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平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
日

（
日
）、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
に
お

い
て
「
わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
と
く
し
ま
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
徳
島
市
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
も
っ
と
広

く
一
般
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

一
般
社
団
法
人
徳
島
青
年
会
議
所

か
ら
の
呼
び
か
け
で
、
一
般
財
団

法
人
徳
島
県
観
光
協
会
と
徳
島
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
の
三

者
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
と
い
う
大

き
な
会
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
初
め

て
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

の
中
、
開
催
の
一
年
前
か
ら
何
度

も
会
議
や
打
合
せ
を
重
ね
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

飲
食
・
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
地

域
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
が
あ
り
、

早
々
に
売
り
切
れ
た
ブ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

　

展
示
・
体

験
ブ
ー
ス
で

は
、
地
域
活

動
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
や

写
真
の
展
示
、

人
形
浄
瑠
璃

の
展
示
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
を
知
っ

て
も
ら
う
た

め
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
展
示
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た

体
験
が
で
き
る
よ
う
な
ブ
ー
ス
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
木
で
ペ
ン

立
て
を
作
っ
た
り
、
手
作
り
の
木

の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
だ
ん
じ
り
の

引
き
廻
し
に
始
ま
り
、
地
域
で

作
っ
た
音
頭
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、
普
段
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
練
習
し
て
い
る
阿
波
踊
り

な
ど
を
披
露
し
た
り
、
地
域
活
動

や
地
域
の
名
所
を
紹
介
す
る
プ
レ

ゼ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

お
笑
い
芸
人
の
Ｕ
字
工
事
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
か

ら
降
り
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
が

ら
各
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
会
場
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
防
災
グ
ッ
ズ
や
消
防
車

の
展
示
、
マ
グ
ロ
計
量
ク
イ
ズ
や

参
加
賞
が
も
ら
え
る
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
、
自
衛
隊
に
よ
る
豚
汁
の
炊

き
出
し
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。

　

当
日
は
三
千
人
を
超
え
る
来
場

者
が
あ
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、

今
ま
で
地
域
活
動
に
参
加
し
た
こ

と
の
な
か
っ
た
人
た
ち
が
少
し
で

も
地
域
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
参

加
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
期

待
し
ま
す
。

子どもの阿波踊り

マグロの計量クイズ

消防車の展示

ペン立て作り

徳島市コミュニティ連絡協議会事務局

「わくわくコミュニティフェスタ
ｉｎとくしま」を開催

「わくわくコミュニティフェスタ
ｉｎとくしま」を開催

「わくわくコミュニティフェスタ
ｉｎとくしま」を開催
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席
し
、
厳
か
な
寄
贈
式

典
に
続
き
、
パ
ト
カ
ー

先
導
で
地
域
内
パ
ト

ロ
ー
ル
へ
と「
青
パ
ト
」

初
出
動
と
い
う
出
発
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
方
々
の
ご

支
援
ご
協
力
に
深
く
感

謝
を
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
安
心
・
安
全
を
守
る

た
め
に
地
域
の
人
た
ち

と
と
も
に
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
、
心
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

⑵
　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七

日
に
昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
「
宝
く
じ
号
」
の
贈
呈
式
・

出
発
式
が
執
り
行
わ
れ
、
徳
島
県

防
犯
協
会
よ
り
、
徳
島
東
防
犯
連

合
会
昭
和
支
部
に
対
し
て
、
青
色

回
転
灯
装
備
車
一
台
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

通
称
「
青
パ
ト
」
と
称
す
こ
の

青
色
回
転
灯
装
備
車

は
、
今
ま
で
は
着
脱

用
の
青
色
回
転
灯
を

個
人
の
車
の
屋
根
に

装
着
し
、
地
域
の
防

犯
や
通
学
路
の
見
回

り
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の

活
動
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
個
人
の
車
に

代
え
て
そ
れ
ら
の
活

動
に
使
用
す
る
よ
う

に
、
と
配
備
さ
れ
た

白
と
ブ
ル
ー
の
ツ
ー

ト
ン
が
映
え
る
軽
四

輪
車
で
あ
り
ま
す
。

駐
車
場
と
か
、
維
持

や
運
用
に
関
す
る
こ

と
は
全
て
地
域
が
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
大
き
な
『
ち
か
ら
』

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　

昭
和
地
区
の
防
犯
協
会
で
は
、

昭
和
地
域
の
安
全
を
守
る
会
が

主
と
し
て
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が

地
区
内
の
学
校
の
立
哨
や
パ
ト

ロ
ー
ル
、
さ
ら
に
子
ど
も
見
守
り

隊
に
よ
る
登
下
校
時
の「
青
パ
ト
」

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
そ
れ
に
地

域
内
諸
行
事
に
係
る
支
援
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
車
の
寄
贈
を
受
け
、
活
動
の

範
囲
が
広
が
る
意
義
深
い
も
の
で

非
常
に
あ
り
が
た
い
、
と
昭
和
地

区
防
犯
協
会
秋
月
会
長
が

代
表
で
、
連
合
会
船
越
会

長
よ
り
受
け
取
り
ま
し
た
。

贈
呈
式
並
び
に
出
発
式
に

は
、
徳
島
県
防
犯
協
会
か

ら
池
西
専
務
理
事
、
東
防

犯
連
合
会
船
越
会
長
、
徳

島
東
警
察
署
か
ら
は
阿
地

署
長
に
生
活
安
全
課
濱
田

課
長
と
小
田
係
長
、
昭
和

交
番
足
立
巡
査
長
、
徳
島

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
清

水
所
長
と
市
民
生
活
課
渡

邊
主
幹
、
そ
し
て
地
域
内

の
小
・
中
学
校
長
や
地
域

の
関
係
者
三
十
余
名
が
出

　

会
長　

松
岡　
　

勤

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
強
力
な
『
ち
か
ら
』

-
青
色
回
転
灯
装
備
車
の
配
備-
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
強
力
な
『
ち
か
ら
』

-
青
色
回
転
灯
装
備
車
の
配
備-
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
強
力
な
『
ち
か
ら
』

-
青
色
回
転
灯
装
備
車
の
配
備-
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昨
年
、
熊
本
・
鳥
取
・
茨
城
と

大
き
な
地
震
が
相
次
い
で
発
生

し
、
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
巨
大
地
震
が
今
世
紀
前
半

に
も
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
、
私
た
ち
の
一
番
の
課
題

は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
応
で

き
る
防
災
組
織
の
確
立
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
わ
が
新
町
は
人
口

も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

一
方
で
六
十
五
歳
以
上
の
い
わ
ゆ

る
高
齢
者
の
人
口
割
合
が
三
七
・

四
％
と
市
内
で
一
番
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
常
日
頃
か

ら
防
災
や
避
難
の
心
構
え
が
特
に

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
と
町
内
会
役
員
で
、
昨
年
度
は

海
陽
町
の
南
部
防
災
館
と
浅
川
の

津
波
史
跡
を
見
学
し
、
実
際
に
安

政
南
海
地
震
や
昭
和
南
海
地
震
の

津
波
到
達
地
点
に
立
ち
、
そ
の
被

害
の
大
き
さ
を
見
聞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
記
念
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
を
見
学
し
、
私
た
ち
も

経
験
し
た
あ
の
大
震
災
の
実
際
の

被
害
状
況
を
写
真
や
が
れ
き
の
再

現
で
目
の
当
た
り
に
し
、
地
震
の

恐
怖
と
そ
の
備
え
の
必
要
性
を
再

確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
結
果
、
新
町
地
区

で
は
各
町
内
会
単
位
の
自
主
防
災

組
織
を
統
合
し
、
新
町
地
区
自
主

防
災
連
合
組
織
を
結
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
結
成
に
あ
た
り
、

地
区
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
防
災
倉

庫
の
点
検
を
第
一
回
目
の
訓
練
と

し
て
実
施
し
、
災
害
時
、
何
が
必

要
か
を
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
会
を
何
度
か
持
ち
、
現

在
資
機
材
を
発
注
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
他
地
区
で
す
で
に
作

成
さ
れ
て
い
る
津
波
避
難
支
援

マ
ッ
プ
を
徳
島
大
学
田
村
准
教
授

と
徳
島
市
危
機
管
理
課
の
指
導
の

下
、
製
作
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の

マ
ッ
プ
に
は
大
き
な
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
毎
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
大
勢
の
参
加
者
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
資
機
材
の
確
保
と
津
波
避

難
支
援
マ
ッ
プ
の
完
成
後
に
は
、

新
町
地
区
自
主
防
災
連
合
組
織
の

皆
さ
ん
と
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
・
町
内
会
と
連
携
し
た
地
道

な
避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

浅川の津波史跡の見学

津波避難支援マップの作成

防災倉庫の点検

会長　沖野　高穂
新町コミュニティ協議会

新町地区の防災新町地区の防災
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「
十
月
十
六
日
午
前
九
時
ご
ろ
、

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
を
震
源
と
す
る

強
い
地
震
が
発
生
し
、
徳
島
市
で

は
最
大
震
度
六
強
が
観
測
さ
れ
た
。

不
動
地
区
で
は
、
家
具
の
転
倒
や

火
災
、
道
路
の
寸
断
が
発
生
し
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
交
通
機
関

等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
被
害
を
受

け
て
い
る
。」
と
い
う
想
定
で
訓

練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
所
要
時

間
を
計
測
し
な
が
ら
、
各
家
庭
か

ら
徒
歩
や
自
転
車
で
不
動
小
学
校

に
集
合
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
津
波
警
報
及
び

緊
急
地
震
速
報
発
表
時
に
鳴
動
す

る
特
殊
サ
イ
レ
ン
を
聞
く
、
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、

応
急
危
険
度
判
定
士
に
よ
る
応
急

危
険
度
判
定
を
行
い
、
不
動
小
学

校
が
避
難
所
と
し
て
使
用
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
図

書
室
で
は
避
難
所
運
営
体
験
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
転
倒
家
屋
か
ら
の

救
出
訓
練
・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
体
験
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・
投
光

器
や
発
電
機
な
ど
の
資
機
材
取
扱

訓
練
・
防
災
ラ
ジ
オ
講
座
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
。
体
育
館
で

は
、
心
肺
蘇
生
法
と
止
血
法
。
家

庭
科
室
で
は
、
炊
き
出
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
不
動

小
・
中
学
生
も
参
加
し
、
新
聞
紙

に
よ
る
防
災
ス
リ
ッ
パ
作
り
・
消

火
器
体
験
・
起
震
車
に
よ
る
地
震

体
験
・
給
水
車
を
使
用
し
た
給
水

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
終
了

後
に
は
、
炊
き
出
し
班
が
作
っ
た

五
目
ご
飯
を
各
自
主
防
災
組
織
に

配
布
す
る
物
資
配
給
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無

事
訓
練
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
徳
島
市
民
防
災
訓
練
に

伴
い
、
不
動
地
区
自
主
防
災
連
合

会
を
発
足
し
ま
し
た
。
町
内
に
は
、

九
つ
の
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、

自
主
防
災
組
織
間
の
連
携
を
高
め

る
組
織
と
し
て
連
合
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
年
間
を
通
じ
て
、
自

主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
行
い
、

防
災
研
修
や
実
践
的
な
訓
練
を
し
、

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
三
日

（
日
）、
地
域
の
協
力
の
も
と
、
入

田
コ
ミ
セ
ン
祭
り
を
盛
大
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
入
田
幼
稚
園
児
に
よ
る
ダ
ン

ス
や
、
入
田
小
学
校
児
童
に
よ
る

締
め
太
鼓
と
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

文
化
展
は
、
町
民
の
方
や
幼
稚

園
児
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
が

出
品
し
た
絵
画
、
写
真
、
書
道
、

生
け
花
、
手
芸
、
俳
句
、
短
歌
な

ど
、
約
二
百
点
の
作
品
を
展
示
し

ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
日
々
の
努

力
の
成
果
が
つ
ま
っ
た
力
作
ば
か

り
で
、
会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
そ

の
出
来
栄
え
に
感
心
し
な
が
ら
熱

心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

芸
能
発
表
で
は
、
日
頃
サ
ー
ク

グラウンドでの訓練の様子

倒壊家屋からの救出訓練

ロープワーク

文化展の様子

芸能大会（締め太鼓）

不動コミュニティ協議会

平成28年度
徳島市民防災訓練
平成28年度
徳島市民防災訓練

入田町まちづくり協議会

みんなで楽しく！
　　入田コミセン祭り
みんなで楽しく！
　　入田コミセン祭り
みんなで楽しく！
　　入田コミセン祭り
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そ
の
昔
、
吉
成
村
七
丁
原
の
一

角
に
、
瑞
川
院
と
い
う
豪
華
な
寺

院
が
存
在
し
ま
し
た
。

　

慶
長
年
間
と
い
い
ま
す
か
ら
、

天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
合
戦
が
行

わ
れ
た
四
百
年
ほ
ど
前
、
も
と
は

勝
瑞
村
に
あ
っ
た
寺
を
何
か
の
理

由
で
こ
こ
に
移
し
た
そ
う
で
す
。

　

一
千
坪
の
境
内
に
は
本
堂
、
釈

迦
堂
、
説
法
堂
、
客
殿
、
鐘
楼
等

七
堂
伽
藍
の
形
態
を
備
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
寺
伝
に
は
、
蜂
須

賀
家
政
公
鷹
狩
り
の
折
り
、
立
ち

寄
ら
れ
茶
に
適
し
た
清
水
に
い
た

く
感
じ
入
り
、
五
町
余
歩
の
年
貢

米
を
下
賜
さ
れ
た
と
あ
り
、
そ
の

ほ
か
に
も
一
町
六
反
も
の
所
有
地

が
境
外
に
あ
り
、
檀
徒
の
少
な
い

わ
り
に
は
裕
福
な
寺
院
で
、
十
三

代
三
百
年
の
間
は
無
事
平
穏
が
続

い
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
安
政
四
年
の
大
地

震
で
本
堂
が
倒
壊
、
そ
の
後
は
老

朽
化
と
台
風
の
被
害
で
衰
退
し
て

い
き
ま
し
た
。

ル
活
動
で
腕
を
磨
い
て
い
る
大
正

琴
、
太
極
拳
、
締
め
太
鼓
、
懐
メ

ロ
や
一
般
の
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ

等
が
あ
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
発
表

に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

販
売
コ
ー
ナ
ー
は
、
婦
人
会
に

よ
る
た
こ
焼
き
、
う
ど
ん
の
販
売
、

気き

に

い

っ

た

に
入
田
「
入
田
市
」
の
野
菜
と

惣
菜
の
販
売
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

よ
る
バ
ザ
ー
や
く
じ
引
き
、
金
魚

す
く
い
、
わ
た
あ
め
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
等
の
模
擬
店
が
あ

り
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
多
く
の
お

客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
手
作
り
の
竹
馬
や
水

鉄
砲
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
地
域
の
方
に
教
え
て
も
ら

い
初
め
て
の
竹
馬
に
挑
戦
し
て
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
の
目
玉
と
し
て
、

地
元
有
志
に
よ
る
餅
つ
き
を
し
、

つ
き
た
て
の
餅
を
来
場
者
に
ふ
る

ま
っ
た
り
、
有
名
連
の
水
玉
連
に

よ
る
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
り

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
婦
人
会
が
一
緒
に
な
っ
て
祭

り
を
盛
り
上
げ
、
楽
し
く
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
普
段
関
わ
り
の
少

な
い
様
々
な
世
代
が
協
力
で
き
る

行
事
を
実
施
し
、
人
と
人
の
絆
を

大
切
に
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

十
四
代
快
真
和
尚
に
よ
り
再
建

計
画
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
思
う
よ

う
に
進
ま
ず
、
明
治
維
新
の
廃
藩

に
よ
り
、扶
持
米
も
途
絶
え
、も
っ

ぱ
ら
加
持
祈
祷
と
信
者
の
寄
付
で

生
計
を
た
て
て
い
ま
し
た
が
、
い

つ
し
か
一
町
六
反
の
境
外
地
も
姿

を
消
し
、
太
平
洋
戦
争
以
後
は
宗

教
法
に
よ
り
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
寺
院
跡
は
徳
島
市
の
管

理
と
な
り
、
広
い
公
園
と
し
て
子

ど
も
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
一
角
に
信
者

結
衆
に
よ
り
、
瑞
川
院
の
碑
と
、

五
輪
塔
が
二
基
、
歴
代
住
職
の
墓

が
並
び
、
往
時
の
繁
栄
の
姿
を
残

し
て
い
ま
す
。

懐圓上人の碑瑞川院史

販売コーナー

地元有志による餅つき

応
神
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

瑞
川
院
を
た
ず
ね
て

瑞
川
院
を
た
ず
ね
て

瑞
川
院
を
た
ず
ね
て

名所・旧跡
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま

で
、
全
て
の
住
民
が
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
送
れ
る
地
域

社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
次

の
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
．
渭
北
歩
こ
う
大
会

　

十
月
の
体
育
の
日
に
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
が
「
親
し
い
交
わ

り
」
を
も
っ
て
吉
野
川
河
川
敷
運

動
公
園
に
集
ま
り
、
開
会
式
・
ラ

ジ
オ
体
操
後
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
各
人
の
体

力
に
よ
り
選
択
し
て
、
吉
野
川
堤

防
上
を
歩
き
ま
す

が
、
吉
野
川
の
清

流
や
堤
防
上
の
野

草
・
野
鳥
・
干
潟

の
生
き
物
を
観
察

し
、
広
大
な
景
色

を
眺
め
な
が
ら
隣

の
人
と
話
し
合
い

ま
す
。
終
点
に
着

い
た
と
き
に
は
知

人
と
な
り
、
次
回

の
参
加
を
約
束
し

て
い
る
光
景
も
見

ら
れ
ま
す
。
完
歩

賞
と
記
念
品
を
受

け
取
り
、
爽
や
か

な
時
間
を
終
え
て

い
き
ま
す
。
こ
の

大
会
を
行
っ
て
十
六
年
に
な
り
ま

す
が
、
日
常
朝
夕
に
多
く
の
住
民

が
、
複
数
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て

い
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
続
け
て
欲
し
い
も
の
で

す
。

二
．
ラ
ジ
オ
体
操

　

地
域
の
東
・
中
央
・
西
に
あ
た

る
町
内
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
お

り
、
東
側
地
域
で
は
、
五
十
年
前

か
ら
参
加
し
て
い
る
人
々
の
中
に

は
、
元
気
は
つ
ら
つ
の
九
十
三
才

の
方
が
い
ま
す
が
、
二
十
才
は
若

く
見
え
ま
す
。

　

参
加
者
の
Ａ
さ
ん
の
感
想
で
す
。

「
九
時
十
分
、さ
あ
出
か
け
よ
う
！

ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
る
、
急
い
で

コ
ミ
セ
ン
へ
、
土
日
祝
日
を
除
き
、

ご
近
所
さ
ん
と
元
気
に
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
ま
す
。
体
操
の
前
後
の
ス

ト
レ
ッ
チ
も
か
か
さ
ず
、
終
わ
る

と
手
足
も
温
ま
り
、
皆
さ
ん
笑

顔
。
ま
た
体
操
後
の
防
災
、
健
康

等
々
の
話
し
は
弾
み
ま
す
。
体
操

は
短
時
間
で
激
し
い
運
動
で
も
な

く
、
年
齢
に
関
係
な
く
続
け
ら
れ

感
謝
で
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、

一
日
の
始
ま
り
が
覚
醒
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
さ
あ
、
今
日
も
頑
張
ろ

う
！
」

三
．
他
に
も
、
阿
波
踊
り
体
操
等

は
毎
週
一
回
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
は

年
三
回
実
施
。
大
変
好
評
で
す
。

　

百
花
繚
乱
の
好
季
、
徳
島
市
の

花
は
「
さ
く
ら
」
で
す
。
江
戸
時

代
、
徳
島
城
に
植
わ
っ
て
い
た
の

が
蜂
須
賀
桜
で
す
。
入
田
の
森
出

初
美
さ
ん
が
、
日
本
で
初
め
て
特

殊
な
方
法
で
蜂
須
賀
桜
の
増
殖
に

成
功
し
、
今
日
の
徳
島
の
名
桜
に

育
て
上
げ
た
の
で
す
。

　

徳
島
市
の
コ
ミ
セ
ン
も
日
本
最

初
の
創
設
に
な
る
も
の
で
し
ょ
う
。

徳
島
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
の
大
々
的

な
紹
介
開
催
事
業
は
大
き
な
誇
り

で
す
。

　

昭
和
地
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
ろ
う
と

す
る
尊
い
活
動
で
す
。
渭
北
地
区

の
健
康
維
持
増
進
を
図
る
歩
こ
う

大
会
や
ラ
ジ
オ
体
操
活
動
も
貴
重

な
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
む
入
田
コ
ミ
セ

ン
祭
り
は
老
若
男
女
の
文
化
展
や

芸
能
発
表
会
な
ど
絆
づ
く
り
の
典

型
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

新
町
地
区
の
防
災
活
動
は
現
在

の
喫
緊
の
大
課
題
で
、
自
主
防
災

連
合
組
織
の
結
成
の
完
成
は
見
事

で
す
。

　

応
神
地
区
の
瑞
川
院
だ
よ
り
は

市
民
に
と
っ
て
も
目
を
見
開
か
せ

る
紹
介
で
す
。
各
地
区
の
名
所
・

旧
跡
の
紹
介
は
華
で
す
。

（
佐
藤
義
忠　

記
）

編
集
後
記

渭北歩こう大会

ラジオ体操

阿波踊り体操

　

会
長　

竹
田

昌
弘

渭
北
街
づ
く
り
協
議
会

渭
北
街
づ
く
り
協
議
会

健
康
維
持
増
進
を
目
指
し
て

渭
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

健
康
維
持
増
進
を
目
指
し
て

渭
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

健
康
維
持
増
進
を
目
指
し
て

渭
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ


